





1895 年（明治 28 年）5 月 22 日、下田歌子は英国オックスフォード大学サマヴィル・コレッジ
（Somerville College）を訪れ、3 日間に亘り教育視察を行っている。これは 2010 年 8 月新たに発見












































19 世紀科学の女王と言われ 1872 年に亡くなった、メアリー・サマヴィル（Mary Somerville）にち
なんで、つけられたものである。マーガレット・サッチャー（The Rt. Hon. Margaret Thatcher P. G.）





は 1922 年に初めて、6 名の講師（tutors）が“Official Fellows”として選ばれるまで続くことになる。







後半の 22 ページは、サマヴィル・コレッジに関するものである。さらにそのうち前半の 15 ページは、










員の 21 名中、10 名が女性であることは注目される。
規則に関しては、第 1 条から第 10 条まで極めて詳細に訳されている。第 1 条 17 歳の入学年齢と
学力の認定、第 2 条の保証人は、現在でも同様のものがあるが、第 3 条の伝染病の家からの通学は
許さずというのは、当時余程伝染病が流行っていた証であろうか。現在であれば本人の健康状態に
限られているところであろう。第 4 条退学手続き、第 5 条退学宣告などはすべて学寮長の権限に任
されている。第 6 条授業料その他の納入金と金額が明記され、第 7 条 10 月から翌年 6 月に至る 1









































































前年の 1894 年に、ホールからコレッジへの名称変更を行ったばかりであった。彼女は 1889 年に学
寮長になって以来 5 年間、コレッジ昇格への夢（“collegiate ambitions”）を抱き続け、まさにそれを
名称に関して実現したところを、下田が視察したのである。
名称がコレッジにはなったものの、この時サマヴィルは、オックスフォード大学で公認された“full 
college”ではなかった。他の 4 つの女子コレッジも同様で、あくまでも“women’s societies”であり、
サマヴィル・コレッジを含む 5 つの女子コレッジが、オックスフォード大学で、“full college”とし
て公認されるのは、1959 年 10 月まで待たなければならない。
オックスフォード大学における女子高等教育実現の過程は、まさに「徐々に」（“degrees by 
degrees”5））であり、女子コレッジの設立だけでなく、1878 年の AEW （an Association for Promoting 
the Higher Education of Women）の設立のほか、それまで出席を許されなかった講義の解放に始まり、
講義の出席のみの場合の授業料の免除、試験を受ける権利、卒業試験である Tripos 受験の権利、女





オックスフォード大学でそれからさらに 39 年（1920 年）、ケンブリッジ大学でさらに 67 年（1948




























































また寄付行為により、現在の正門がつくられ、学生寮として 3 軒の家と食堂の増築も 1891 年に





















ヴィル・コレッジを選んだのか。その中の 4 つについて、1930 年の Oxford Proverb に、それぞれの
女子コレッジの特徴を表す次のような言葉がある。
























































様々な改革を行った後、1897 年 9 月病に倒れ休職し、一度学寮長に復帰するが、1906 年その職を
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後任に譲りコレッジから引退し、同年 8 月に癌のため逝去する。57 歳の若さであった。1889 年か
ら 17 年間学寮長として情熱のすべてを女性のための理性ある高等教育実現に注いだ生涯であった。














6） Anne Jemima Clough は、ケンブリッジ大学ニューナム・コレッジの創設者であり、運動の遅れ
ていた英国北部で、1866 年 The North of England Council for the Higher Education をつくり、女
子に対する大学の講義の解放を導き、さらには地方の女子大学の設立をもうながすことになっ




8） Adams. p. 1.
9） オックスフォード大学で最後の女子コレッジであったセント・ヒルダズ・コレッジ（St. 
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コレッジを訪問視察したことが、年報（Somerville College Annual 
Report 2010/2011,  p. 38）に正式に記録されたことを、付記して
おく。
　本稿についての英国での平成 22 年 8 月の現地調査については、
平成 22 年度実践女子学園教育研究振興基金助成金により、また
平成 23 年 8 月の英国現地調査については平成 23 年度実践女子学
園プロジェクト研究下田歌子研究所の助成によるものである。
Miss Agnes Maitland
